
 

フィリピン・ミンダナオの人口移動 
と土地管理の変遷 

       

久留米大学・経済学部・文化経済学科・准教授  
葉山アツコ 

 ■と き 2015年12月12日(土) 13：30～15：30  
 ■ところ 高知大学朝倉ｷｬﾝﾊﾟｽ 総合研究棟２階会議室２  
 ■問合先   飯國芳明☎088-844-8238 iiguni@kochi-u.ac.jp 

       （黒潮圏事務室☎088-864-5786 ）  
 
 葉山アツコ先生は東南アジア（とくにフィリピン）の森林資源管理

の専門家です．今回は、東南アジアにおける経済発展が条件不利
地域の人口や資源管理にどのような影響を与えるかという研究テー
マの一環として、ミンダナオにおける実態を報告して頂く予定です．
（言語：日本語） 

 経済発展とともに日本の中山間地域では土地はその管理が放
棄され始めています．台湾では少数民族が管理を続け、韓国では
土地の売買や貸借が進んでいます．フィリピンではどうでしょうか．葉
山先生の報告をお聞きして、東南アジアの動きを俯瞰する議論へと
展開したいと思います． 

参加無料・事前申込み不要です！ 


